
様式 C-7-2

自己評価報告書

平成２３年 ３月 ３１日現在

研究分野：数物系科学

科研費の分科・細目：数学・基礎解析学

キーワード：リーマン面，フックス群

１．研究計画の概要
（１）Gardiner-Sullivan により導入された
円周上の対称構造の研究はリーマン面の漸
近的タイヒミュラー空間の理論へと一般化
されたが，これと対比して，フックス群作用
で不変な対称構造の変形空間の理論を構築
し，この新しいタイヒミュラー空間の幾何学
的構造を解明する．
（２）群不変対称構造の剛性の問題を考察す
る．とくにフックス群の擬等角共役における
メビウス剛性が，対称写像における剛性を導
くことを証明する．
（３）普遍タイヒミュラー空間の擬等角写像
類群は円周の擬対称写像群と同一視できる．
漸近的タイヒミュラー空間上のファイバー
を不変にする部分群が対称写像群である．対
称写像群の作用の固定点問題を考察するこ
とにより，円周の同相写像群がフックス群と
共役になるための条件を与える問題を統一
的に理解する．

２．研究の進捗状況
（１）群不変対称構造のタイヒミュラー空間
は，剛性をもつフックス群の場合を除き，非
自明な無限次元空間であることがわかった．
また，この結果をリーマン面上の等角自己同
型群で不変な対称構造についても拡張した．
（２）ニールセン実現問題の類似を漸近的タ
イヒミュラー空間において行い，漸近的タイ
ヒミュラー空間の幾何学的な自己同型の有
限部分群をリーマン面のロイデン境界の同
相群の中に実現した．
（３）擬等角写像類群の polycyclic な部分群
はコンパクト開位相に関して離散的であり，
あるコンパクト部分曲面を停留的に保つな
らば，タイヒミュラー空間に不連続に作用す

ることを証明した．
（４）無限次元タイヒミュラー空間に作用す
る写像類群の部分群とその不変部分空間の
研究を，円周の同相写像群がメビウス群と共
役になるための条件を与える問題に応用し
た．有界軌道をもつ対称写像部分群は一般に
は固定点が存在しないことを示したが，対称
写像を境界値としてもつ単位円板の擬等角
写像の歪曲係数に可積分条件を与え，その条
件をみたす部分群を考えれば，対応する不変
部分空間に固定点が存在することがわかっ
た．

３．現在までの達成度
② おおむね順調に進展している．
（理由）研究計画の（１）については，進捗
状況の（１）に述べたように基礎的な部分が
できあがり，あとは細部を精査すればよい状
態になっている．進捗状況の（２）（３）に
あるような当初予定しなかった成果も得ら
れた．それに対して，研究計画の（２）につ
いてはまだ解決への手がかりも得られてい
ない．研究計画の（３）については進捗状況
の（４）の方向で議論を進めることにより，
今後大きな発展が期待できる．

４．今後の研究の推進方策
現在までの３年間では，理論のおおまかな

枠組みを与えることを中心に研究をしてき
たため，成果を論文としてまとめる作業が若
干遅れている．論文のための議論の精査の過
程では，未解決課題へのヒントが得られるこ
とも期待でき，講演により成果を積極的に公
表すれば，新しい視点が議論され，研究への
フィードバックもありえる．したがって，次
年度はまず研究成果の整理，発表（研究計画
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の（１）（３））を中心におき，最終年度で難
題である研究計画（２）への新たな取り組み
を予定している．

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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